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I 薬剤抵抗性の概況

コ ナ ガ は も と も と 薬剤感受性が低 く ， 抵抗性が生 じ や

す い害虫 と 言わ れ て お り ， 薬剤 に よ る 頻繁 な 防除 は抵抗

性を発達 さ せ， 農作物生産上難防除害虫 と な っ て い る 。

コ ナ ガ の 防除 に は 1960 年代後半か ら DDVP 乳剤 を は

じ め と す る 有機 リ ン剤や メ ソ ミ ル水和剤 な ど の カ ーパ メ

ー ト 剤が使用 さ れて き た 。 そ の後， ネ ラ イ ス ト キ シ ン 系

剤， ピ レ ス ロ イ ド 剤， BT 剤， IGR 剤 な どが防除薬剤 と

し て 登場 し た。 コ ナ ガ の 薬剤抵抗性 の 発達経過 は 1970

年代 中 ご ろ か ら DDVP 乳 剤 の 効 力 低 下 が 問題 と な り

(東海林 ら ， 1981) ， 1980 年代 に 入 り メ ソ ミ ル水和剤 な

どの抵抗性が顕在化 し ， 各地の ア ブラ ナ 科野菜産地で指

摘 さ れた (浜， 1983， 1986) 。 そ の 後， 新 し い タ イ プの

ピ レ ス ロ イ ド 剤が開発， 実用化 さ れ， 1983 年か ら 農業

害 虫 の 防 除 に 導入 さ れ， ア ブ ラ ナ 科野菜産地 を 中 心 に

大々 的 に 使用 さ れ た 。 し か し ， 使用後 1�2 年の短期間

に 高度の抵抗性 コ ナ ガが鹿児島県 (牧野 ら ， 1985 : :堀切

ら ， 1986， 1987) ， 沖縄県 (HAMA， 1987) に お い て 確認

さ れた 。 そ の 後 1985 年 に は 和歌 山 県 (森下 ら ， 1987) 

を は じ め と す る 西 日 本各地で ピ レ ス ロ イ ド 剤抵抗性が顕

在化 し， 抵抗性 コ ナ ガ の 発 生 地 域 は 急速 に 拡 大 し た

(HAMA， 1987 : 浜， 1989) 。

ピ レ ス ロ イ ド 剤抵抗性の発達に伴い， そ の代替剤 と し

て BT 剤 ( ト ア ロ ー水和剤 CT， パ シ レ ツ ク ス 水和剤)

や ネ ラ イ ス ト キ シ ン系剤 ( カ Jレ タ ッ プ水溶剤) が使用 さ

れ る よ う に な っ た 。 BT 剤 に つ い て は 1988 年 に 施設栽

培 の ク レ ソ ン で高 度 な BT 剤抵抗性 (抵抗性比 500 倍

以上) が確認 さ れた (浜， 1990， 1991 : 田 中 ら ， 1991 ) 。

ま た 露地栽培 ( キ ャ ベ ツ ) で は 1985 年 に 和 歌 山 県 で ト

ア ロ ー 水和剤 CT 抵抗性が認 め ら れ (森下 ら ， 1987 : 

MORISH ITA et al . ，  1992) ， 兵庫県で も 1988 年 ご ろ か ら ト

ア ロ ー 水 和 剤 CT， ノ T シ レ ッ ク ス 水 和 剤 に 抵 抗 性 比

27�42 倍 の 抵抗性発達が見 ら れ た (AOACHI ， 1993) 。 ま
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た ハ ワ イ で も 1990 年 に BT 剤抵抗性が顕在化 し て い る

(TABASHNIK et al . ，  1990) 。 し か し ， BT 剤 は連用散布 に

よ り 抵抗性 は徐々 に 発達す る が， BT 剤 の 散布 を 中止 し

た 場合， い っ た ん生 じ た BT 剤抵抗性 レ ベ ル は 下 が り

感受性 は 回 復 す る よ う で あ る (AOACHI， 1993 : 浜 ら ，

1990) 。 ま た ， ネ ラ イ ス ト キ シ ン 系 剤 の カ ル タ ッ プ水溶

剤 も 連用散布 に伴い， 防除 に支障を き た し ， 薬剤感受性

は か な り 低下 し て い る (森下 ら ， 1987 : 小津 ら ， 1989) 。

IGR 剤 の キ チ ン 合成阻害剤が 1989 年 に 導入 さ れた も

の の， 東南 ア ジ ア で は す で に 抵抗性が確認 さ れ て お り

(小林 ら ， 1990) ， 1991 年 ご ろ か ら 西 日 本 の 各 地 で効力

低下が認め ら れ， 抵抗性 コ ナ ガが顕在化 し て い る (末永

ら， 1992 : 足立 ら ， 1994) 。

こ の よ う に ， コ ナ ガ は い ずれの薬剤 に対 し て も 抵抗性

が確認 さ れて お り ， 代替剤 に 事欠 く 傾向 に あ る 。 コ ナ ガ

に対す る 最近の 防除薬剤 と し て は， BT 剤 や新 し く 登場

し た ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル剤 な どが使用 さ れて い る の が現状

であ る 。

E 薬剤感受性検定法

供試虫の入手 :

コ ナ ガ の 発生 し て い る ア プラ ナ科作物園場か ら 老齢幼

虫 ま た は嫡 を採集 し ， 室 内 で羽化 さ せ ， 1 世代以上増殖

さ せ て供試す る 。 採集す る 個体数 は最低 100 頭以上で，

羽化成虫が 50 頭以上 の 確保 を め ざす。 検定薬剤が多 い

と き は 200 頭以上採集す る 。 コ ナ ガ は 園場 に よ っ て感受

性の違いが認 め ら れ る の で， 1 圃場 ご と の個体群 と し て

採集す る こ と が望 ま し い。

供試虫の飼育 :

各個体群の飼育 は腰原 ・ 山 田 (1976) の 方法 を 改良 し

て， 250C， 16 時間照明恒温室 で行 う 。 す な わ ち ， 老齢

幼虫 お よ び踊 を飼育ゲ ー ジ (l5 x 15 X 30 cm， 四面サ ラ

ン網張 り ) に入れ羽化 さ せ， こ れ を カ イ ワ レ ダイ コ ン の

芽出 し 苗 を 入 れ た プ ラ ス チ ッ ク 容器 (25 x 18 X 8  cm， 

表面 を サ ラ ン網張 り ) に 羽化成虫 を 50�60 頭 ず つ 吸虫

管で移 し ， 産卵 さ せ そ の ま ま 飼育す る 。 ま た ， 採卵， 接

種法 と し て ， パ ク チ ョ イ 等植物体に 産卵 さ せ， 産下 さ れ

た卵 を芽出 し上 に 接種す る 方法 も あ る 。 た だ し ， 乾燥す

一一一 44 一一一



農業害虫および天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ アル (13) /野菜 ・ 花 き 害虫 : コ ナ ガ 441 

る と プラ ス チ ッ ク 容器 内 の ダイ コ ン苗が枯れて餌状態が

悪 く な り ， ふ化幼虫の死亡原因 に な る た め ， プラ ス チ ッ

ク 容器の上 に ビ ニ ー ル を掛け湿度調節 を行 う 。 ま た 過湿

に な る と カ ビが発生 し ， 飼育が う ま く 行か な い場合が多

い た め温度調節 に 注意す る 。

あ ら か じ め， 種子 に付着 し た 病原菌 を消毒す る た め ，

カ イ ワ レ ダイ コ ン の種を l 昼夜 ( 夏 は 1 晩) 流 し 水 に 浸

潰 し， 芽 を 切 っ た状態でホ ー マ イ 水和剤 100 倍液 に 1 時

間漫潰す る 。 水切 り 後 プ ラ ス チ ッ ク 容器 (36 X 26 X 4 . 5

cm) 内 に 敷 い た 蚕 の 産卵 用 網紙 に 播種 し ， 250Cの恒温

室 に 置 き 3----4 日 で双葉状態 に な っ た も の を 産卵， 飼育

す る た め の餌 と す る 。 こ の状 態 の 芽 出 し 商 は 冷蔵庫で

2----3 週間保存で き る 。

そ の ほ か， コ ナ ガの人工飼料 に よ る 簡易飼育法が塩野

義製薬 (株) ， (株) ク ボ タ 等で開発 さ れて い る (宮園 ら ，

1992) 。

検定方法の種類 と 特徴 :

コ ナ ガ に 用 い ら れ る 薬剤感受性検定法 に は， 浸潰法，

局 所 施 用 法， 散 布 法 な ど が あ る (浜， 1983 ; 昆 野，

1996) 。 浸漬法 に は 葉片浸漬， 虫体浸漬法 が あ る 。 葉片

浸潰法 は供試虫の餌 と な る キ ャ ベ ツ 棄 を薬液 に一定時間

(10 秒 ま た は 60 秒) 漫潰 し ， 風乾す る 。 浸潰時間 に つ

い て ， 10 秒間 に 設定 し て い る 場合 も 多 い。 処理葉 と 供

試虫 を プ ラ ス チ ッ ク カ ッ プやペ ト リ 皿等 に 入れ， 定温室

に置 き 一定時間後 に 生死 を判定す る も の で あ る 。 検定 に

は通常 3 齢幼虫 を 用 い る 。 こ の方法は通常の製剤が利用

で き ， 比較的実用場面 に近い状態で薬剤 に媛触さ せ る こ

と がで き る 。 特別 の 器具 が い ら ず， 操作 も 簡単 で あ る

が， 薬液の付着量や虫 の摂食量 を 同 じ に す る こ と が難 し

い。 日 本植物防疫協会の 「難防除病害虫研究会j では，

葉片浸漬法 に よ っ て コ ナ ガ の 抵抗性検定が実施 さ れた

(1980----82) 。 卵， 幼虫， 踊 に 適用 で き ， 主 に 接触毒や食

毒が評価 さ れ る 。

局所施用法 は一定の薬液 を 虫体 に 滴下す る 方法で， 再

現性が高 く ， 処理 し た 薬量が正確 に わ か る の で， 他者の

デー タ と の比較がで き る 利点があ る 。 一方， 本法で は微

量の薬液 を 虫 に 滴下す る た め の ミ ク ロ ア プ リ ケ ー タ ー を

要 し， 操作 に若干の習熟 を必要 と す る 。 こ の 方法 は普通

4 齢幼虫 を 用 い， 薬液 0 . 5μl 前後 を ミ ク ロ ア プ リ ケ ー タ

ー を 用 い て 背面 に 滴下す る 方法であ る 。 処理 し た 虫 は新

鮮葉 を 入 れ た 容器 に 移 し ， 250Cの 定温室 に 置 き ， 24 あ

る い は 48 時間後 に 生死 を判定す る 。

散布法 に は薬剤の希釈液 を虫体に散布す る 方法 と 葉片

に散布 し処理葉 を 虫 に給餌す る 方法があ る 。 コ ナ ガでは

虫体散布が多 し こ の方法 は操作 も 比較的簡単で再現性

も あ る 。 普通 3， 4 齢幼虫 を 用 い， 3 ml 前後の 薬液 を 回

転式散布塔や噴霧装置等で散布す る 。 主 に 薬剤 の 接触毒

や食毒 を評価す る 方法であ る 。

以上の検定法が あ る が， 現場での感受性モ ニ タ リ ン グ

の 目 的 に は 3 齢幼虫 を対象 と し た 葉片浸漬法が簡単で利

用 し や す く ， 一般的 に使用 さ れて い る 検定法であ る 。

こ こ で は， 葉片浸漬法 と 局所施用法 に つ い て述べ る 。

皿 葉 片 浸 漬 法

供試虫 :

薬剤の殺虫活性 は幼虫の齢が進む ご と に低 く な る 。 ま

た数世代飼育す る こ と に よ り 感受性が回復す る 傾向 が あ

り ， 現場の状況 を 把握す る た め ， コ ナ ガ の感受性検定 に

は で き る だ 砂飼育 l 世代 目 の 3 齢幼虫 を 用 い る 。 3 齢 2

日 目 の そ ろ っ た幼虫 を使用 す る に は， で き る だ け多 く の

嫡 を 確保す る こ と が必要であ る 。 ま た ， 成虫 は羽化後速

やか に ダイ コ ン苗 に 移 し 産卵飼育す る 。

検定薬液の調製 :

薬剤 は乳剤， 液剤， 水和剤， 水溶剤 な どの製剤を供試

す る 。 こ れ ら の薬剤 に 展着剤 (0 . 02%) を加用 し た 水道

水で所定の濃度 に希釈す る 。 希釈濃度 は 実用濃度 を参考

に， 数段階の濃度 の薬液で予備調査 を行い， そ の結果か

ら 死 亡 率 50%前 後 の 濃 度 を 中 心 に し て ， 2 倍 希 釈 の

4----6 段階の濃度 を 設 定 す る 。 検定薬液 は 実施 日 ご と に

調製す る 。 た だ し ， 薬剤の 濃度 を 250 倍以下 に 濃 く す る

と ， 乳化剤等 の影響や キ ャ ベ ツ 葉 に 十分 な 有効成分が付

着 し に く い た め， 希釈濃度 は 250 倍 を 限度 と す る 。

検定器具 :

薬剤の希釈液， ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プ (直径 10 cm，

高 さ 4 . 5 cm) ま た は 腰 高 ペ ト リ 皿 (直径 9 cm) ， 炉紙

(70 mm) ， 検定 (漫潰) 用 の キ ャ ベ ツ 葉 (葉数 5----6 枚

に育て た キ ャ ベ ツ 苗)

検定手順 :

① 直径 10 cm， 高 さ 4 . 5 cm の プ ラ ス チ ッ ク カ ッ プ

( ふ た 付 き ) の底 に 炉紙 (70 mm) を 敷 い た 状 態 の も の

を 必要数だ け 用 意 す る 。 あ ら か じ め ふ た に 薬 剤j名， 濃

度， 番号な ど を記入 し て お く 。

② 薬剤 を所定の濃度 に 希釈 し た検定液 に ， キ ャ ベ ツ

葉片 (5 X 5 cm) を 1 分間浸潰 (10 秒間 に設定 し て い る

場合 も 多 い ) し ， 室温で 自 然乾燥す る 。 l 濃度 3 葉片 を

必要 と す る 。

③ 処理葉 は乾燥後， 炉紙 を敷い た プ ラ ス チ ッ ク カ ッ

プに一枚ずつ入れ， 同時 に コ ナ ガ 3 齢幼虫 を 1 カ ッ プ当

た り 10 頭ずつ放飼す る 。

④ 250C， 16 時間照 明 の 定 温室 に 置 き ， 24 時間 ご と
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表 - 1 コ ナガの感受性系統と野外個体群の葉片浸演法に よ る各薬剤の LCso 値 (ppm)

薬剤名 感受性系統 野外個体群 抵抗性比 野外個体群 抵抗性比
(住友系) (神戸市 : 1995 . 6) (R/S) (神戸市 : 1995 . 1 1 ) (R/S) 

ア セ プ ェ ー ト 43 > 2000 > 46 > 2000 > 46 
PAP 17 > 1000 > 57 1236 71 
ペルメ ト リ ン 5 . 7  > 400 > 70 > 400 > 70 
フ ェ ンノ f レ レー ト ・ マ ラ ソ ン 22 > 1600 > 74 > 1600 > 74 
カ ルタ ッ プ 64 793 12 889 14 
ト ア ロ ー CT 1 . 1  4 . 4  4 . 0  244 222 

1994 . 1 1  
1994 . 6 
1994 . 1 

神 1993 . 6 
1992 . 1 1 

戸 1992 . 6 
市 1991 . 1 1

1990 . 1 1  
西 1989 . 6 
区 1988 . 10

1988 . 2 
岩 1987 . 10
同 1987 . 5 

町
1986 . 10
1986 . 6 
1985 . 9 
1984 
1981 

ノ て シ レ ツ ク ス 1 . 4  
ク ロ ルフルアズ ロ ン 0 . 05 

LCso 値 (ppm)
5 10 5Q 100 500 1 ，000 5，000 

!J. . 。

図 - 1 コ ナガの野外個体群薬剤感受性の経時変化

に生死状況 を調査す る 。 有機 リ ン剤， カ ーパ メ ー ト 剤，

ピ レ ス ロ イ ド 剤 は 48 時間後， BT 剤， ネ ラ イ ス ト キ シ

ン 系 剤 は 72 時間後の生死で判定す る 。 IGR 剤 は成虫 の

羽化 ま で調査 し 判 定 す る 。 た だ し， 72 時間以上た っ て

判定す る 場合， 餌不足 と な る た め新鮮な キ ャ ベ ツ 葉 を餌

と し て 追加す る 。

⑤ 薬剤 を処理 し た幼虫の生死 を判定す る 際， 正常 な

個体以外の幼虫， 例 え ば苦悶 し た り 正常 に 動 け な い個体

は死亡虫 と 判定す る 。

⑥ 薬剤U 1 濃度 当 た り 10 頭供試 し ， 3 回 以上反復す

る 。 ま た検定 は 日 を替 え て 2 回以上繰 り 返す。

⑦ 検定結果 は 無処理の 結果 を 基 に， ABBOTT の 式 に

よ り 死亡率 を補正 し ， プ ロ ピ ッ ト 法で薬剤 の LCso 値 を

算 出 す る 。 抵抗性比 (R/S 比) を 求 め， 感受性 の 程 度

を比較す る 。

3 . 3  2 . 4  23 16 
6 . 3 >  125 > 1 1 . 2  224 

葉片漫潰法 に よ る コ ナ ガ の薬剤感受性検定結果の代表

例 を 表-1， 図-1 に 示 し た 。

W 局 所 施 用 法

供試虫 :

採集 し た 個体群 を先 に述べた 方法で飼育す る 。 累代飼

育す る と 感受性が高 ま る た め， で き る だ け飼育 1 世代 目

の生育の そ ろ っ た 4 齢幼虫 を 用 い る 。

薬剤の調製 :

薬 剤 の 原体 (純度 90%以上 の も の) あ る い は 純 品 を

用意 し ， 天秤で量 り ， 有機 リ ン剤や ピ レ ス ロ イ ド 剤， カ

ーパ メ ー ト 剤の場合 は ア セ ト ン で， ま た ネ ラ イ ス ト キ シ

ン 系化合物 の 場 合 は ア セ ト ン 水溶液 ( ア セ ト ン : 水 =

7 :  3) で希釈 し て 所定 の 薬液 を 作製す る 。 こ の薬液 を メ

ス ピ ペ ッ ト を 用 い て ア セ ト ン で適宜希釈 し 検定 液 と す

る 。 通常 2%の薬液 を 調製 し ， そ の後 2 倍希釈 を 繰 り 返

し， 検定液 を調製す る 。 薬剤感受性の程度 の 予測 が付か

な い場合 は， 基 の 薬液 を 10 倍ずつ 希釈 し た 濃度 で予備

検定 し ， 死亡率 50%前後か ら 4�5 段階の 希釈濃度 を 設

定 す る 。 薬液 は す り 合わ せ の ふ た 付 の ガ ラ ス 瓶 に 入 れ

て ， 冷凍庫で使用時 ま で保管す る 。 約 1 か 月 程度 は続 け

て使用 で き る 。 な お， 冷凍庫か ら 取 り 出 し た 検定液 は室

温 に な る ま で静置 し た 後， 開栓 し て使用 す る 。

検定器具， 試薬 :

薬剤の希釈液， ア セ ト ン ， ミ ク ロ シ リ ン ジ， 自 動微量

滴下装置 ( ミ ク ロ ア プ リ ケ ー タ ー) ， 減圧弁 を 装着 し た

炭酸 ガ ス ボ ンベ， メ ス フ ラ ス コ ， メ ス ピペ ッ ト ， ふ た 付

プラ ス チ ッ ク カ ッ プ (径 10 cm， 高 さ 4 . 5 cm) ま た は 9

cm 腰高ペ ト リ 皿， 炉紙 (70 mm) ， 検 定 時 の キ ャ ベ ツ

葉片 (葉 5�6 枚 に 育て た キ ャ ベ ツ 苗)

検定の手順 :

① ふ た 付 の プ ラ ス チ ッ ク カ ッ プ (径 10 cm， 高 さ

4， 5 cm) ま た は腰高ペ ト リ 皿 (径 9 cm) に F紙 を敷い

た も の を必要数だ け用意す る 。 あ ら か じ め ふ た に 薬剤名
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表 - 2 コ ナガの感受性系統 (S) と野外抵抗性 2 個体群の各種薬剤l に対す る感受
性 (局所施用法に よ る )

薬 剤 L050 抵抗性比
感受性系統 横田 (島根) 御坊 (和歌山) 横田 御坊

OMTP 0 . 068 (24) 1 . 6  1 . 6  24 24 
PAP 0 . 13 (46) 8 . 3  27 64 208 
ジア リ ホール 0 . 71 (253) > 45 > 50 > 63 > 70 
ジ メ ト エー ト 2 . 4  (855) 
マ ラ ソ ン 20 (7 ， 123) > 45 > 2 . 3  
CYP 。 . 031 ( l l )  29 > 50 935 1 ， 613 
プロ フ ェ ノ ホ ス 0 . 073 (26) 5 . 6  12 77 164 
プロ チオ ホ ス 0 . 089 (32) 24 39 270 438 
CYAP 0 . 10 (36) 9 . 6  2 1  96 210 
イ ソ キサチオ ン 0 . 14 (50) > 45 > 50 > 321 > 357 
サ リ チオ ン 0 . 43 (153) I I  19 26 44 
ピ リ ミ ホス メ チル 0 . 48 (171 ) 8 . 7  31 18 65 
グ ロ ル ピ リ ホ ス メ チlレ 1 . 3  (463) > 45 > 35 
EPN 1 . 5  (534) 37 25 
ダイ ア ジ ノ ン 1 . 6  (570) > 45 > 28 
MEP 1 . 6  (570) > 45 > 28 
ク ロ Jレ ピ リ ホ ス 2 . 3  (819) > 4 . 5  > 2 . 0  
ジ メ チル ピンホス 0 . 046 ( 16) 1 . 9  1 . 6  4 1  35 
OOVP 0 . 73 (260) 9 . 6  19 13 26 
CVP l . l  (392) 7 . 7  7 . 0  
ESP > 4 目 5 ( > 1 6 ， 027) 
ア セ フ ェ ー ト 1 . 7  (605) > 4 . 5  > 2 . 6  
OEP 13 (4 ， 630) > 45 > 3 . 5  
メ ソ ミ ノレ 0 . 86 (306) > 45 > 50 > 52 > 58 
BPMC 3 . 5  ( 1 ， 247) 27 7 . 7  
NAC 34 (12 ， 1 10) > 50 > 1 . 5  
カ ル タ ッ プ 0 . 16 (57) 1 . 2  1 . 2  7 . 5  7 . 5  
チオ シ ク ラ ム 0 . 19 (68) 0 . 39 1 . 4  2 . 1  7 . 4  
フ ェ ンノ f レ レー ト 0 . 0073 (2 . 6) 0 . 013 0 . 0089 1 . 8  1 . 2  
フ ェ ノ ト リ ン 0 . 030 ( 1 1) 0 . 034 l . l  

数字は L050 μg/幼虫， 感受性系統 ( 日農系) の ( ) 内の値は μg/g.
浜 ( 1986 b) よ り 作表.

表 - 3 コ ナガの感受性系統 (S) と 野外抵抗性 4 個体群の各種ピ レ ス ロ イ ド剤に対す る感受性 (局所施用
法に よ る )

薬 剤 L050 (μg/幼虫)
S 溝辺(鹿児島) 南風原①(沖縄) 南風原②(沖縄)

ペルメ ト リ ン 0 . 0023 0 . 25 ( 1 10) 0 . 63 (270) 
フ ェ ンノ f レ レー ト 。 . 0041 1 -20 (240-4 ， 900) 10 (2 ， 400) > 50 ( > 12 ， 000) 
レ ス メ ト リ ン 。 目 0054
シペノレ メ ト リ ン 0 . 0085 
αー シ フ ェ ノ ト リ ン 0 . 0085 
フ ェ ノ ト リ ン 0 . 015 4 . 4  (290) 7 . 5  (500) > 50 ( > 3 ， 300) 
フ ェ ンプロ ノ f ト リ ン 0 . 019 4 . 2 (220) 6 . 7  (350) 27 ( 1 ， 400) 
フ ルパ リ ネー ト 0 . 04 1  
ピ レ ト リ ン 0 . 090 
テ ト ラ メ ト リ ン 0 . 15 > 50 ( > 330) 48 (320) > 50 ( > 330) 

( ) 内の値は抵抗性比(各個体群の L050 値の対 S比) . 
HAMA (l987) よ り 作表.
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今帰仁(沖縄)

0 . 65 (280) 
30 (7 ， 300) 
2 . 3  (430) 
8 . 5 ( 1 ， 000) 
5 . 9  (690) 
12 (800) 
1 7  (890) 

> 50 ( >  1 ， 200) 
7 . 1  (79) 
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と 滴下量 を記入 し て お く 。
② 4 齢幼虫 を 10 頭ず つ の 重 さ を 量 り ， ý，;}J虫 l 頭当

た り の平均体重 を算出 す る 。
③ 4 齢幼虫 を 10 頭ずつ プラ ス チ ッ ク カ ッ プに入れ，

炭酸ガ ス を ゆ っ く り 吹 き 込ん でl静置す る 。
④ ミ ク ロ シ リ ン ジ に薬液 を吸入す る 前 に ア セ ト ン で

シ リ ン ジ 内 を十分洗浄 し， 検定液を シ リ ン ジ に採 り ， 自
動微量滴下装置 に セ ッ ト す る 。 4�5 段階の希釈濃度が
あ る 場合 に は， 必ず濃度の低い薬液か ら 検定す る 。

⑤ ?戸紙の上に麻酔 し た幼虫 を 移 し， 自 動微量消下装
置 を操作 し ， 針先を炉紙の上に 添 え て ， 薬液が順調 に 出
る こ と を確認す る 。

@ 4 齢幼虫の 背面 に軽 く 添 え な が ら 薬液 0 . 5仰 を滴
下す る 。 背面 に強 く 圧 し て幼虫 に{誌 を つ け な い よ う 注意
す る 。

⑦ 幼虫 に薬液を滴下 し終わ っ た ら， シ リ ン ジ に残っ
た薬液 を元に戻 し， 次の濃度 の薬液 を 吸入す る 。 薬液の
種類を代 え る 場合は， ア セ ト ンで シ リ ン ジ を十分に洗浄
す る こ と を忘れて は な ら な い。

⑧ 薬剤 を処理 し た幼虫は キ ャ ベ ツ 葉片 と と も に プラ
ス チ ッ ク カ ッ プ に 入れ， 250C定温室 に 置 き ， 24 時間後
に 生死 を 判定 す る 。 な お， ネ ラ イ ス ト キ シ ン 系 剤 は 24
時間後では判 定 が難 し い の で， 48 時間後 に 判定 す る 。
生死の判定 を す る場合， 正常な個体以外の幼虫 (苦悶虫
や正常 に 動 け な い個体) は死亡虫 と 判定す る 。

⑨ 薬剤 1 濃度 当 た り 10 頭供試 し， 3 反復 を 原則 と
す る 。 検定 日 を替 え て 2 回以上繰 り 返す。

⑩ 検定結果 は無処理の結果 を基 に死亡率 を補正 し，

プロ ビ ッ ト 法 に よ り 薬剤の LD50 値 を 算 出 す る 。 局所施
用 法 に よ る コ ナ ガ の薬剤感受性検定結果の代表例 を 表-
2 ， 3 に 示 し た。

最後 に な っ た が， 農林水産省農業環境技術研究所 浜
弘司博士の文献か ら作表 さ せ て いた だ き ， 感謝 し た い。
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